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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
ア
メ
リ
カ
ン
ヒ
ー
ロ
ー
ズ
 

と
２
人
の
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
６
４
５
１
Ｘ

【
作
者
名
】

　
ユ
ロ

【
あ
ら
す
じ
】

　
懐
か
し
の
Ｔ
Ｖ
映
画
や
小
説
の
ヒ
ー
ロ
ー
た
ち
が
集
ま
り
、
悪
い
人
た
ち
を

や
っ
つ
け
る
、
勧
善
懲
悪
の
ー
て
ん
き
小
説
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プ
ロ
ロ
ー
グ

　
自
宅
の
リ
ビ
ン
グ
で
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
た
そ
の
男
は
、
政
府
の
下
し
た
決

断
に
狂
喜
乱
舞
し
た
。

「
や
っ
た
ぞ
！
Ｆ
－
３
５
Ｂ
の
開
発
が
中
止
に
な
っ
た
！
当
然
じ
ゃ
な
い
か
、

普
通
の
飛
行
機
は
、
ギ
ュ
ワ
ー
ン
と
滑
走
し
て
飛
び
立
ち
、
グ
ウ
ォ
ー
ン
と
着

陸
す
る
も
ん
だ
ろ
？
あ
ん
な
、
ハ
チ
ド
リ
の
出
来
損
な
い
み
た
い
に
飛
ぶ
戦
闘

機
が
、
栄
光
あ
る
ア
メ
リ
カ
軍
に
配
備
さ
れ
て
た
ま
る
か
！
お
い
、
ベ
ッ
キ
ー
、

ビ
ー
ル
を
持
っ
て
来
い
！
今
日
は
サ
ン
ト
リ
ー
・
モ
ル
ツ
に
し
て
く
れ
！
」

　
妻
の
ベ
ッ
キ
ー
は
、

「
な
ん
で
ア
メ
リ
カ
の
ビ
ー
ル
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
？
」

「
今
日
、
日
本
空
軍
が
Ｆ
－
３
５
Ａ
を
採
用
し
た
か
ら
だ
。
そ
れ
に
日
本
の
ビ

ー
ル
の
味
は
、
彼
ら
の
作
る
半
導
体
の
よ
う
に
、
緻
密
で
い
い
味
出
し
て
い
る
。

」　
リ
ビ
ン
グ
で
子
供
の
よ
う
に
は
し
ゃ
ぐ
白
髪
頭
の
男
。
彼
の
名
前
は
、
ロ
バ

ー
ト
・
ゲ
ー
ツ
前
国
防
長
官
。
Ｆ
－
３
５
Ｂ
の
開
発
に
、
強
行
に
異
を
唱
え
た

男
だ
。

　
彼
は
、
キ
ン
キ
ン
に
冷
え
た
ビ
ー
ル
を
口
に
し
な
が
ら
、

「
だ
い
た
い
、
３
機
種
を
一
度
に
開
発
し
よ
う
と
言
う
所
に
無
理
が
あ
る
ん
だ
。

ま
あ
、
空
軍
向
け
の
Ａ
型
、
海
軍
向
け
の
Ｃ
型
位
な
ら
大
丈
夫
だ
ろ
う
。
マ
ク

マ
ナ
ラ
の
時
代
よ
り
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
も
賢
く
な
っ
て
い
る
か
ら
な
。
だ
が
、
Ｓ

Ｔ
Ｏ
Ｖ
Ｌ
（
短
距
離
離
陸
 

垂
直
着
陸
機
）
の
Ｂ
型
ま
で
一
緒
に
開
発
す
る
の

は
、
ま
ず
い
。
構
造
が
違
い
す
ぎ
る
！
案
の
定
、
開
発
費
の
高
騰
を
招
い
て
し

ま
っ
た
。
こ
れ
で
Ｂ
型
の
開
発
費
を
Ａ
／
Ｃ
型
に
回
し
て
、
全
体
の
開
発
費
を

抑
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
」

「
そ
の
説
明
口
調
の
せ
り
ふ
、
相
変
わ
ら
ず
だ
な
。
」

　
そ
の
男
は
、
リ
ビ
ン
グ
の
隅
か
ら
フ
ッ
と
姿
を
現
し
た
。

「
君
は
い
つ
も
同
じ
姿
だ
な
。
白
の
ス
ー
ツ
と
、
片
方
が
サ
ン
グ
ラ
ス
の
メ
ガ

ネ
。
そ
し
て
杖
。
若
い
ん
だ
か
歳
な
ん
だ
か
、
サ
ッ
パ
リ
分
か
ら
ん
。
」



3

　
ゲ
ー
ツ
は
、
白
い
ス
ー
ツ
の
男
に
手
を
差
し
出
し
な
が
ら
言
っ
た
。

「
ア
ー
ク
エ
ン
ジ
ェ
ル
。
よ
う
こ
そ
、
現
実
の
世
界
へ
。
」

「
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
仕
事
で
、
架
空
の
経
歴
・
架
空
の
名
前
、
全
て
が
架
空
の
世
界
に

生
き
て
い
た
か
ら
な
。
」

２
人
は
、
硬
い
握
手
を
交
わ
し
た
。

「
Ｃ
Ｉ
Ａ
を
引
退
し
、
の
ん
び
り
酒
と
ポ
ロ
を
楽
し
む
生
活
を
し
て
い
た
と
思

っ
た
ら
、
君
か
ら
の
召
集
だ
。
ど
う
せ
、
ろ
く
で
も
な
い
こ
と
を
考
え
て
い
る

ん
だ
ろ
う
？
」

　
ア
ー
ク
エ
ン
ジ
ェ
ル
の
問
い
に
ゲ
ー
ツ
は
、

「
実
は
私
も
、
呼
び
出
さ
れ
た
ク
チ
で
ね
。
相
手
は
、
大
統
領
だ
。
」

「
大
統
領
？
」

「
そ
う
。
大
統
領
の
指
示
の
下
、
君
に
与
え
る
特
殊
部
隊
が
任
務
を
遂
行
す
る

の
だ
。
」

「
特
殊
部
隊
？
」

「
お
ま
え
が
指
揮
す
る
部
隊
と
言
っ
た
ら
？
」

「
エ
ア
ー
ウ
ル
フ
は
、
も
う
な
い
が
、
そ
れ
に
匹
敵
す
る
機
体
が
あ
る
の
か
？
」

「
バ
カ
言
え
！
超
音
速
で
飛
べ
る
ヘ
リ
が
で
き
た
ら
、
コ
リ
ア
ー
ト
ロ
フ
ィ
ー

（
米
航
空
界
に
お
け
る
最
高
の
賞
）
も
の
だ
！
だ
が
、
分
野
に
よ
っ
て
は
、
エ

ア
ー
ウ
ル
フ
を
超
え
て
い
る
。
」

「
そ
れ
は
楽
し
み
だ
！
」

「
あ
と
、
制
空
権
維
持
の
た
め
に
、
固
定
翼
機
を
付
け
て
や
ろ
う
。
私
が
葬
り

去
っ
た
、
『
最
高
の
』
機
体
を
。
」

　
ゲ
ー
ツ
は
、
含
み
笑
い
を
し
て
ア
ー
ク
エ
ン
ジ
ェ
ル
を
見
た
。

　
ア
ー
ク
エ
ン
ジ
ェ
ル
は
、
ま
た
忙
し
い
生
活
に
戻
る
の
か
と
た
め
息
を
つ
き
、

ベ
ッ
キ
ー
に
声
を
か
け
た
。

「
奥
さ
ん
！
『
い
い
ち
こ
』
と
梅
干
と
お
湯
く
だ
さ
い
！
」
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プ
ロ
ロ
ー
グ
（
後
書
き
）

＞
登
場
人
物
＜

・
ロ
バ
ー
ト
ゲ
ー
ツ

　
ア
メ
リ
カ
前
国
防
長
官

・
ベ
ッ
キ
ー
・
ゲ
ー
ツ

　
ロ
バ
ー
ト
・
ゲ
ー
ツ
の
妻

・
ア
ー
ク
エ
ン
ジ
ェ
ル

　
元
Ｃ
Ｉ
Ａ
特
殊
部
隊
隊
長

・
マ
ク
ナ
マ
ラ

　
ケ
ネ
デ
ィ
／
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
下
の
国
防
長
官
。
海
軍
機
と
空
軍
機
の
共
用

で
コ
ス
ト
削
減
を
試
み
た
が
、
見
事
に
失
敗
。
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第
１
話

　
ア
ラ
バ
マ
州
フ
ォ
ー
ト
ラ
ッ
カ
ー
の
陸
軍
航
空
博
物
館
に
所
蔵
の
ス
テ
ル
ス

偵
察
攻
撃
ヘ
リ
コ
プ
タ
Ｒ
Ａ
Ｈ
－
６
６
コ
マ
ン
チ
と
、
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
博
物
館

に
移
送
中
だ
っ
た
Ｆ
－
３
５
Ｂ
の
試
作
機
が
姿
を
消
し
た
！

　
本
来
な
ら
新
聞
で
大
き
く
取
り
扱
わ
れ
る
よ
う
な
大
事
件
だ
っ
た
が
、
一
流

紙
の
ト
ッ
プ
を
埋
め
尽
く
し
て
い
た
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
済
不
安
、
そ
れ

と
オ
バ
マ
大
統
領
の
白
人
疑
惑
だ
っ
た
（
肌
の
白
い
オ
バ
マ
大
統
領
の
幼
少
期

の
写
真
の
発
見
と
、
高
校
時
代
に
通
っ
て
い
た
日
焼
け
サ
ロ
ン
の
店
員
の
証
言

が
発
端
と
な
っ
た
）
。

　
一
方
、
タ
ブ
ロ
イ
ド
紙
の
記
事
は
相
変
わ
ら
ず
で
、
「
エ
ル
ビ
ス
と
Ｊ
Ｂ
、

マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
ゾ
ン
ビ
が
、
墓
場
で
ダ
ン
ス
対
決
」
だ
の
、
「
パ

リ
ス
・
ヒ
ル
ト
ン
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
に
さ
ら
わ
れ
て
人
格
改
造
受
？
コ
ン
ビ
ニ
の
募
金

箱
に
ブ
ラ
ッ
ク
カ
ー
ド
を
寄
付
！
」
と
、
書
き
た
い
放
題
だ
っ
た
。

　
そ
ん
な
タ
ブ
ロ
イ
ド
紙
を
、
黒
い
ス
ー
ツ
を
着
た
男
が
数
紙
購
入
し
、
車
に

戻
っ
た
。

　
車
内
で
ペ
ラ
ペ
ラ
め
く
っ
て
い
る
と
、
「
金
星
人
、
日
本
の
元
フ
ァ
ー
ス
ト

レ
デ
ィ
の
指
示
で
、
ス
テ
ル
ス
ヘ
リ
、
ス
テ
ル
ス
戦
闘
機
を
強
奪
！
」
と
言
う

記
事
に
注
目
し
た
。
そ
し
て
運
転
席
の
相
棒
に
声
を
か
け
た
。

「
お
い
、
Ｊ
！
こ
の
記
事
は
怪
し
い
な
！
」

「
Ｋ
、
そ
の
記
事
見
せ
て
く
れ
。
あ
あ
、
確
か
に
怪
し
い
。
た
だ
金
星
人
じ
ゃ

な
く
て
、
彗
星
系
の
奴
ら
じ
ゃ
な
い
か
？
や
つ
ら
、
派
手
に
伸
び
る
尻
尾
を
隠

し
た
が
っ
て
い
た
か
ら
、
ス
テ
ル
ス
技
術
が
有
効
だ
と
考
え
た
ん
だ
。
」

「
本
部
の
Ｚ
に
照
会
し
て
み
よ
う
。
」

　
Ｋ
は
、
Ｚ
に
秘
匿
装
置
付
き
携
帯
（
ま
だ
ス
マ
ホ
版
は
支
給
さ
れ
て
い
な
い
）

で
確
認
を
取
る
と
、
た
め
息
を
つ
き
な
が
ら
携
帯
を
切
り
、
Ｊ
に
話
し
始
め
た
。

「
今
回
の
件
は
、
地
球
人
の
仕
業
だ
。
Ｎ
Ｓ
Ａ
や
Ｃ
Ｉ
Ａ
、
Ｄ
Ｉ
Ａ
に
も
属
さ

な
い
謎
の
組
織
の
仕
業
で
、
仕
事
は
我
々
と
か
ち
合
わ
な
い
そ
う
だ
。
」

「
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
一
安
心
だ
。
Ｋ
、
朝
飯
で
も
食
べ
に
行
こ
う
。
」
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そ
う
い
う
と
、
車
は
静
か
に
動
き
出
し
た
。
ト
ヨ
タ
 

プ
リ
ウ
ス
 

Ｍ
Ｉ
Ｂ
バ

ー
ジ
ョ
ン
は
、
リ
ッ
タ
ー
１
０
０
ｋ
ｍ
の
超
低
燃
費
で
、
行
き
つ
け
の
ダ
ン
キ

ン
ド
ー
ナ
ッ
ツ
へ
向
か
っ
た
。
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第
１
話
（
後
書
き
）

＞
登
場
人
物
＜

・
Ｊ
：
Ｍ
Ｉ
Ｂ
の
年
配
の
方
。
白
人
。

・
Ｋ
：
Ｍ
Ｉ
Ｂ
の
若
い
方
。
黒
人
。

・
Ｚ
：
Ｍ
Ｉ
Ｂ
の
ボ
ス
。
メ
タ
ボ
気
味
。
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第
２
話

　
私
は
今
、
湖
畔
ま
で
延
び
る
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
の
上
で
シ
タ
ー
ル
を
弾
い
て
い

る
。

　
こ
れ
ま
で
チ
ェ
ロ
の
演
奏
を
趣
味
と
し
て
い
た
が
、
先
日
ボ
ス
ト
ン
・
ポ
ッ

プ
ス
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
チ
ェ
リ
ス
ト
採
用
試
験
に
不
合
格
に
な
り
、
自
棄
に

な
っ
た
私
は
、
愛
用
の
チ
ェ
ロ
を
楽
器
屋
に
売
り
、
差
額
を
足
し
て
シ
タ
ー
ル

を
買
っ
た
の
で
あ
る
。
シ
タ
ー
ル
を
選
ん
だ
の
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
一
番
屋
ボ
ス
ト

ン
支
店
で
カ
ツ
カ
レ
ー
の
３
辛
を
食
べ
て
い
た
時
、
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
ラ
ビ
・
シ
ャ
ン

カ
ー
ル
の
曲
が
か
か
っ
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
。

　
最
近
不
景
気
で
、
私
に
は
仕
事
が
な
い
。
友
人
の
経
営
す
る
サ
ン
テ
ィ
ー
ニ

航
空
も
廃
業
し
た
た
め
だ
。
と
も
に
戦
っ
た
ケ
イ
ト
リ
ン
は
、
結
婚
し
な
が
ら

も
警
察
官
の
仕
事
を
続
け
て
い
る
。
や
は
り
公
務
員
は
、
強
い
な
！

　
で
も
私
は
、
こ
れ
ま
で
の
生
き
方
に
後
悔
し
て
い
な
い
。

　
最
高
の
友
を
持
ち
、
最
高
の
ヘ
リ
を
駆
り
悪
と
戦
い
、
そ
し
て
兄
を
奪
還
し

た
。

　
強
い
て
後
悔
し
た
と
い
え
ば
、
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
一
番
屋
の
３
辛
が
予
想
以
上
に
か

ら
か
っ
た
こ
と
く
ら
い
だ
ろ
う
か
？

「
シ
タ
ー
ル
入
門
 

こ
れ
で
あ
な
た
も
ジ
ョ
ー
ジ
の
師
匠
！
」
と
い
う
テ
キ
ス

ト
を
読
み
な
が
ら
、
の
ん
び
り
シ
タ
ー
ル
を
マ
ス
タ
ー
し
て
い
く
日
々
。
軍
人

恩
給
で
普
通
の
生
活
は
維
持
で
き
る
し
、
今
の
生
活
に
不
満
は
な
い
。

　
し
か
し
、
シ
タ
ー
ル
で
は
埋
め
ら
れ
な
い
心
の
パ
ー
ツ
は
何
な
ん
だ
ろ
う
？

　
そ
う
考
え
た
直
後
、
私
は
腹
部
に
何
か
が
刺
さ
る
感
じ
を
覚
え
た
。
銃
声
が

遠
く
か
ら
聞
こ
え
、
私
は
痛
み
の
源
に
視
線
を
向
け
よ
う
と
し
た
時
に
は
、
意

識
を
喪
失
し
て
い
た
。
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第
２
話
（
後
書
き
）

＞
人
物
説
明
＜

・
ラ
ビ
・
シ
ャ
ン
カ
ー
ル
：
イ
ン
ド
の
シ
タ
ー
ル
演
奏
の
第
一
人
者
。
Ｂ
ｅ
ａ

ｔ
ｌ
ｅ
ｓ
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
ハ
リ
ス
ン
の
シ
タ
ー
ル
の
師
匠
。

・
ケ
イ
ト
リ
ン
：
元
テ
キ
サ
ス
・
ハ
イ
ウ
ェ
イ
パ
ト
ロ
ー
ル
の
女
性
警
察
官
で

エ
ア
ポ
リ
ス
隊
員
。
エ
ア
ー
ウ
ル
フ
３
人
目
の
要
員
。
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第
３
話

　
私
は
、
ア
メ
リ
カ
空
軍
ネ
リ
ス
基
地
の
Ｂ
Ｘ
で
ク
ワ
ス
（
ロ
シ
ア
の
清
涼
飲

料
水
）
を
飲
ん
で
い
た
。
演
習
の
合
間
に
飲
む
ク
ワ
ス
は
、
最
高
だ
。
も
っ
と

も
、
一
般
的
ア
メ
リ
カ
人
の
口
に
ク
ワ
ス
は
合
わ
な
い
の
で
、
私
と
僚
機
パ
イ

ロ
ッ
ト
の
パ
ヴ
ェ
ル
・
チ
ェ
コ
フ
く
ら
い
し
か
飲
ん
で
い
な
い
が
・
・
・
・

　
私
の
任
務
は
、
レ
ッ
ド
フ
ラ
ッ
グ
演
習
で
ロ
シ
ア
空
軍
パ
イ
ロ
ッ
ト
役
で
敵

役
を
す
る
こ
と
だ
。

　
私
が
相
手
を
す
る
の
は
ヒ
ヨ
ッ
コ
パ
イ
ロ
ッ
ト
だ
が
、
彼
ら
の
操
縦
す
る
機

体
は
驚
異
の
戦
闘
機
で
あ
り
、
私
は
一
瞬
た
り
と
も
気
を
抜
け
な
い
。

　
Ｆ
－
２
３
マ
ス
タ
ン
グ
２
。

　
こ
の
新
鋭
機
は
、
私
が
か
つ
て
ソ
連
か
ら
奪
取
し
た
Ｍ
ｉ
Ｇ
３
１
フ
ァ
イ
ア

ー
フ
ォ
ッ
ク
ス
（
ソ
連
は
、
フ
ァ
イ
ア
ー
フ
ォ
ッ
ク
ス
が
奪
わ
れ
、
技
術
資
料

も
失
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
急
遽
Ｍ
ｉ
Ｇ
２
５
の
改
造
型
を
Ｍ
ｉ
Ｇ
３
１
と
名
づ

け
、
始
め
か
ら
フ
ァ
イ
ア
ー
フ
ォ
ッ
ク
ス
な
ど
な
い
か
の
よ
う
に
装
っ
て
い
た
）

の
技
術
を
応
用
し
て
設
計
さ
れ
た
新
鋭
機
だ
。
 

フ
ァ
イ
ア
ー
フ
ォ
ッ
ク
ス
の

持
つ
高
速
飛
行
能
力
（
Ｍ
ａ
ｃ
ｈ
５
）
、
ス
テ
ル
ス
性
、
考
え
る
だ
け
で
機
体

を
制
御
で
き
る
「
思
考
誘
導
装
置
」
な
ど
を
ア
メ
リ
カ
流
に
リ
フ
ァ
イ
ン
し
、

さ
ら
に
多
く
の
新
規
技
術
を
盛
り
込
ん
だ
恐
る
べ
き
戦
闘
機
で
、
こ
の
戦
闘
機

の
出
現
が
、
Ｆ
－
２
２
の
調
達
数
を
激
減
さ
せ
る
要
因
と
な
っ
た
（
な
お
、
こ

の
Ｆ
－
２
３
は
ノ
ー
ス
ロ
ッ
プ
社
製
Ｙ
Ｆ
－
２
３
と
は
無
関
係
で
、
開
発
は
、

ロ
ッ
キ
ー
ド
・
マ
ー
チ
ン
の
ス
カ
ン
ク
ワ
ー
ク
ス
で
あ
る
）
。

　
Ｆ
－
２
３
相
手
に
我
が
乗
機
Ｓ
ｕ
－
３
５
で
戦
い
を
挑
む
の
は
、
ゼ
ロ
フ
ァ

イ
タ
ー
で
Ｆ
－
１
５
と
戦
う
よ
う
な
も
の
だ
。

　
そ
れ
で
も
私
が
ほ
と
ん
ど
落
と
さ
れ
な
い
の
は
、
戦
闘
機
の
ス
ペ
ッ
ク
の
差

を
越
え
る
何
か
を
持
っ
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。

「
ガ
ン
ト
！
ク
ワ
ス
持
っ
て
き
た
ぞ
！
」

「
あ
り
が
と
う
、
チ
ェ
コ
フ
」

　
私
は
、
冷
え
た
ク
ワ
ス
を
一
口
口
に
し
た
。
す
る
と
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
を
起
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こ
し
た
よ
う
に
視
界
が
暗
転
し
、
平
衡
感
覚
を
失
っ
て
い
っ
た
。

「
チ
ェ
コ
フ
、
こ
れ
は
一
体
・
・
・
・
」

そ
れ
が
ネ
リ
ス
基
地
で
放
っ
た
最
後
の
言
葉
と
な
っ
た
。
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第
３
話
（
後
書
き
）

＞
人
物
紹
介
＜

・
パ
ヴ
ェ
ル
・
チ
ェ
コ
フ
：
ア
メ
リ
カ
空
軍
ア
グ
レ
ッ
サ
ー
部
隊
の
パ
イ
ロ
ッ

ト
。
名
前
は
、
ス
タ
ー
ト
レ
ッ
ク
の
搭
乗
員
よ
り
拝
借
。
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第
４
話

　
第
二
次
世
界
大
戦
、
東
部
戦
線
。

　
一
人
の
ド
イ
ツ
国
防
軍
軍
曹
が
、
上
官
の
大
尉
に
Ｍ
Ｐ
４
０
サ
ブ
マ
シ
ン
ガ

ン
を
渡
し
、
こ
う
言
っ
た
。

「
つ
い
て
来
い
！
鉄
十
字
章
の
取
り
方
を
見
せ
て
や
る
！
」

　
軍
曹
は
、
愛
銃
の
Ｐ
Ｐ
Ｓ
ｈ
－
４
１
を
片
手
に
、
遮
蔽
物
を
渡
り
歩
く
よ
う

に
前
進
し
て
い
っ
た
。
大
尉
も
一
生
懸
命
つ
い
て
い
く
が
、
や
が
て
辺
り
を
濃

霧
が
覆
い
、
そ
れ
が
晴
れ
た
時
に
は
、
軍
曹
の
姿
は
見
え
な
く
な
っ
て
い
た
。

「
も
う
鉄
十
字
章
は
、
い
ら
ん
！
南
仏
辺
り
の
部
隊
に
転
属
し
て
の
ん
び
り
過

ご
そ
う
！
」

　
き
び
す
を
返
し
、
西
に
向
か
っ
て
歩
き
始
め
た
大
尉
は
、
胸
に
熱
せ
ら
れ
た

火
箸
が
刺
さ
る
感
覚
を
覚
え
た
。

　
地
面
に
倒
れ
、
意
識
が
薄
れ
る
中
、
鉄
十
字
章
に
こ
だ
わ
っ
た
自
分
を
、
こ

だ
わ
ら
せ
た
プ
ロ
イ
セ
ン
貴
族
の
血
を
呪
っ
た
。

　
５
０
０
ｍ
先
の
瓦
礫
の
影
で
、
ソ
ビ
エ
ト
赤
軍
狙
撃
兵
ヴ
ァ
シ
リ
・
ザ
イ
ツ

ェ
フ
は
、
音
を
立
て
ぬ
よ
う
ゆ
っ
く
り
と
排
き
ょ
う
・
装
填
を
行
い
、
再
び
ド

イ
ツ
士
官
は
居
な
い
か
と
索
敵
を
始
め
た
。
さ
っ
き
撃
っ
た
の
は
、
雑
魚
だ
。

も
っ
と
有
能
な
士
官
を
狙
わ
な
く
て
は
・
・
・
・

　
第
二
次
世
界
大
戦
、
イ
ギ
リ
ス
南
部
。

　
ド
イ
ツ
空
軍
降
下
猟
兵
中
佐
は
、
手
漕
ぎ
ボ
ー
ト
に
置
か
れ
た
手
紙
を
読
ん

で
、
ム
ッ
と
し
た
。

「
わ
が
親
愛
な
る
ド
イ
ツ
空
軍
中
佐
殿
。
私
が
脱
出
ポ
イ
ン
ト
に
着
い
た
時
、

手
配
し
て
い
た
漁
船
と
手
漕
ぎ
ボ
ー
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
小
柄
な
私
が
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
ま
で
帰
る
の
に
、
中
佐
殿
は
、
ま
さ
か
手
漕
ぎ
ボ
ー
ト
を
使
う
こ
と
を
、

私
に
強
い
た
り
し
ま
せ
ん
よ
ね
？
」

「
ま
っ
た
く
、
デ
ブ
リ
ン
め
！
」

　
中
佐
に
は
、
選
択
肢
が
な
か
っ
た
。
手
漕
ぎ
ボ
ー
ト
で
、
ド
ー
バ
ー
海
峡
を
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渡
る
！

　
中
佐
は
、
手
漕
ぎ
ボ
ー
ト
を
こ
ぎ
な
が
ら
、
潮
の
流
れ
に
よ
る
偏
流
を
計
算

し
、
南
に
向
か
っ
た
。

　
し
ば
ら
く
す
る
と
、
中
佐
は
ミ
ル
ク
の
よ
う
な
濃
霧
に
包
ま
れ
た
。

　
霧
が
晴
れ
る
と
、
そ
こ
に
は
灰
色
の
冷
た
い
海
が
横
た
わ
っ
て
い
る
だ
け
だ

っ
た
。
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第
４
話
（
後
書
き
）

＞
人
物
紹
介
＜

・
ヴ
ァ
シ
リ
・
ザ
イ
ツ
ェ
フ
：
ソ
連
を
代
表
す
る
狙
撃
手
。
映
画
「
ス
タ
ー
リ

ン
グ
ラ
ー
ド
」
を
見
る
よ
り
、
小
説
「
鼠
た
ち
の
戦
争
」
を
読
む
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
！

・
リ
ー
ア
ム
・
デ
ブ
リ
ン
：
Ｉ
Ｒ
Ａ
の
テ
ロ
リ
ス
ト
。
今
回
は
、
ド
イ
ツ
が
た

く
ら
ん
だ
チ
ャ
ー
チ
ル
首
相
誘
拐
事
件
に
加
担
し
た
。
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第
５
話

　
ス
ト
リ
ン
グ
・
フ
ェ
ロ
ー
・
ホ
ー
ク
が
目
を
覚
ま
し
た
と
こ
ろ
は
、
空
調
の

効
い
た
会
議
室
だ
っ
た
。

　
辺
り
を
見
回
す
と
、
す
ぐ
近
く
に
昔
の
仲
間
が
、
テ
ー
ブ
ル
に
突
っ
伏
し
て

い
び
き
を
か
い
て
寝
て
い
た
。

「
お
い
、
ド
ミ
ニ
ク
！
君
は
ド
ミ
ニ
ク
じ
ゃ
な
い
の
か
？
」

　
初
老
の
小
太
り
の
男
が
目
を
こ
す
り
な
が
ら
身
を
起
こ
す
と
、

「
そ
う
だ
。
俺
は
、
ド
ミ
ニ
ク
・
サ
ン
テ
ィ
ー
ニ
。
ヘ
リ
の
こ
と
に
か
け
て
は
・

・
・
・
っ
て
、
お
い
！
お
前
、
ホ
ー
ク
じ
ゃ
な
い
か
！
」

「
い
や
～
懐
か
し
い
な
、
ド
ミ
ニ
ク
。
そ
れ
に
し
て
も
俺
た
ち
二
人
が
拉
致
さ

れ
た
の
は
・
・
・
・
」

「
あ
の
白
い
ス
ー
ツ
の
イ
カ
レ
野
郎
が
、
俺
達
に
何
か
や
ら
せ
よ
う
と
い
う
こ

と
だ
ろ
う
。
」

「
し
か
し
、
エ
ア
ー
ウ
ル
フ
は
な
い
ぞ
！
」

　
そ
う
、
彼
ら
が
操
る
エ
ア
ー
ウ
ル
フ
は
、
破
壊
さ
れ
た
の
だ
。
そ
れ
も
チ
ン

タ
ラ
 

エ
ア
ー
ウ
ル
フ
の
警
備
を
し
て
い
た
兵
士
が
、
タ
バ
コ
の
吸
殻
を
、
エ

ア
ー
ウ
ル
フ
の
数
少
な
い
弱
点
の
空
中
給
油
口
に
入
れ
て
爆
破
し
て
し
ま
う
と

い
う
前
代
未
聞
の
不
祥
事
が
原
因
だ
っ
た
（
警
備
兵
の
ス
レ
ッ
ジ
・
ハ
マ
ー
一

等
兵
曰
く
、
『
あ
～
死
ぬ
か
と
思
っ
た
！
』
）
。

　
と
そ
の
時
だ
っ
た
。
会
議
室
の
扉
が
開
き
、
白
い
ス
ー
ツ
の
男
と
そ
の
美
し

い
秘
書
、
そ
し
て
が
っ
し
り
し
た
体
躯
の
男
が
入
っ
て
き
た
。

「
や
あ
君
達
、
お
目
覚
め
の
よ
う
だ
ね
。
コ
ー
ヒ
ー
を
用
意
し
た
が
、
い
か
が

か
な
？
」

「
ア
ー
ク
エ
ン
ジ
ェ
ル
！
お
前
の
こ
と
だ
か
ら
、
変
な
物
で
も
入
れ
か
ね
な
い

！
そ
う
だ
ろ
？
ホ
ー
ク
！
」

「
ド
ミ
ニ
ク
、
こ
の
コ
ー
ヒ
ー
旨
い
ぞ
！
」

　
ド
ミ
ニ
ク
は
、
気
が
抜
け
な
が
ら
も
、
矛
先
を
変
え
て
質
問
し
た
。

「
ア
ー
ク
エ
ン
ジ
ェ
ル
！
そ
の
横
に
居
る
、
い
か
に
も
フ
ァ
イ
タ
ー
（
戦
士
）
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と
い
う
感
じ
の
男
は
誰
だ
？
・
・
・
・
あ
っ
、
こ
の
コ
ー
ヒ
ー
旨
い
な
ぁ
。
」

「
そ
の
コ
ー
ヒ
ー
は
、
Ｎ
ｏ
．
２
が
経
営
し
て
い
る
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
の
コ
ー

ヒ
ー
だ
か
ら
な
。
彼
の
営
業
手
腕
は
、
優
れ
た
も
の
だ
。
」

「
隣
に
居
る
そ
の
男
は
、
ア
メ
リ
カ
空
軍
伝
説
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
、
ミ
ッ
チ
ェ
ル
・

ガ
ン
ト
じ
ゃ
な
い
か
？
」

　
ホ
ー
ク
が
質
問
す
る
と
、
そ
の
男
は
、

「
伝
説
と
は
言
い
過
ぎ
だ
。
た
だ
の
ア
グ
レ
ッ
サ
ー
パ
イ
ロ
ッ
ト
だ
よ
。
」

「
と
こ
ろ
で
、
ク
レ
イ
グ
・
ト
ー
マ
ス
が
著
し
た
『
フ
ァ
イ
ア
ー
フ
ォ
ッ
ク
ス
』

は
、
ど
れ
く
ら
い
正
確
に
書
か
れ
て
い
る
ん
だ
い
？
」

「
彼
は
、
私
と
の
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
、
あ
そ
こ
ま
で
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル

の
話
を
作
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
よ
。
作
家
は
、
偉
大
な
ほ
ら
吹
き
だ
。
実
際

の
任
務
は
、
あ
の
小
説
よ
り
１
／
１
０
地
味
で
、
１
０
０
倍
危
険
な
も
の
さ
。
」

「
お
い
ホ
ー
ク
！
俺
に
も
彼
を
紹
介
し
て
く
れ
！
」

「
ド
ミ
ニ
ク
す
ま
な
か
っ
た
。
彼
は
、
ミ
ッ
チ
ェ
ル
・
ガ
ン
ト
。
米
空
軍
き
っ

て
の
フ
ァ
イ
タ
ー
（
戦
闘
機
）
パ
イ
ロ
ッ
ト
さ
。
特
殊
任
務
も
こ
な
し
て
い
る
。

」「
お
い
、
ア
ー
ク
エ
ン
ジ
ェ
ル
！
特
殊
任
務
に
従
事
し
た
３
人
が
コ
コ
に
集
め

ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
な
に
か
お
っ
ぱ
じ
め
る
気
だ
な
？
」

「
メ
ン
バ
ー
は
、
あ
と
二
人
追
加
さ
れ
る
。
君
達
と
は
違
う
能
力
を
持
っ
た
、

優
秀
な
兵
士
だ
。
」

　
す
る
と
、
白
髪
に
白
衣
の
い
か
に
も
「
マ
ッ
ド
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
」
と
い

う
風
体
の
男
が
、
ド
ア
を
乱
暴
に
開
け
て
入
っ
て
き
た
。

「
エ
メ
ッ
ト
博
士
。
も
う
少
し
静
か
に
入
っ
て
く
れ
な
い
か
。
」

　
ア
ー
ク
エ
ン
ジ
ェ
ル
が
、
ド
ア
で
強
打
し
た
頭
を
さ
す
り
な
が
ら
言
う
と
、

「
来
た
ぞ
！
世
界
最
強
の
兵
士
と
世
界
一
優
秀
な
特
殊
部
隊
隊
長
が
！
さ
て
、

ド
イ
ツ
高
官
に
変
身
だ
！
」
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第
５
話
（
後
書
き
）

＜
人
物
紹
介
＞

・
ス
ト
リ
ン
グ
・
フ
ェ
ロ
ー
・
ホ
ー
ク
：
超
音
速
攻
撃
ヘ
リ
「
エ
ア
ー
ウ
ル
フ
」

の
パ
イ
ロ
ッ
ト
。

・
ド
ミ
ニ
ク
・
サ
ン
テ
ィ
ー
ニ
：
サ
ン
テ
ィ
ー
ニ
航
空
の
社
長
で
、
ホ
ー
ク
の

友
人
。
「
エ
ア
ー
ウ
ル
フ
」
の
搭
乗
員
。

・
ス
レ
ッ
ジ
・
ハ
マ
ー
：
刑
事
コ
メ
デ
ィ
番
組
「
俺
は
ハ
マ
ー
だ
」
の
主
人
公
。

ど
う
や
ら
、
こ
れ
で
く
び
に
な
り
、
刑
事
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

・
Ｎ
ｏ
．
２
：
ド
ク
タ
ー
・
イ
ー
ブ
ル
の
片
腕
。
イ
ー
ブ
ル
が
宇
宙
に
逃
亡
し

て
い
る
間
に
、
い
く
つ
物
企
業
を
起
こ
し
、
大
成
功
さ
せ
る
。
ス
タ
バ
も
そ
の

ひ
と
つ
。

・
エ
メ
ッ
ト
博
士
：
町
の
の
発
明
家
で
変
わ
り
者
。
タ
イ
ム
マ
シ
ー
ン
の
開
発

に
成
功
。
詳
し
く
は
、
映
画
「
バ
ッ
ク
・
ト
ゥ
ー
・
ザ
・
フ
ュ
ー
ヤ
ー
」
参
照

の
こ
と
。
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第
６
話

　
霧
が
徐
々
に
晴
れ
る
と
、
見
え
て
き
た
の
は
、
高
い
フ
ェ
ン
ス
と
そ
の
向
こ

う
の
砂
漠
、
足
元
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
。
広
大
な
駐
機
場
の
よ
う
に
見
え
る
。
右

手
に
は
、
地
下
鉱
山
へ
の
入
口
の
様
な
建
物
が
あ
る
が
、
ず
い
ぶ
ん
立
派
だ
。

　
軍
曹
は
、
愛
銃
の
Ｐ
Ｐ
Ｓ
ｈ
－
４
１
を
構
え
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
前
進
し

て
い
っ
た
。

　
す
る
と
前
方
か
ら
、
硬
い
木
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
た
た
く
コ
ン
ッ
と
い
う
音

を
聞
い
た
。
軍
曹
は
そ
の
場
で
伏
せ
、
Ｐ
Ｐ
Ｓ
ｈ
－
４
１
を
音
の
し
た
方
向
に

向
け
た
。
す
る
と
続
い
て
、
小
声
で
ド
イ
ツ
語
の
悪
態
が
聞
こ
え
た
。
軍
曹
は

目
を
凝
ら
し
、
彼
が
ド
イ
ツ
兵
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
た
。

「
カ
メ
ラ
ー
デ
ン
！
（
戦
友
よ
！
）
」

　
軍
曹
が
声
を
か
け
る
と
、

「
カ
メ
ラ
ー
デ
ン
！
（
戦
友
よ
！
）
」

　
向
こ
う
か
ら
も
返
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
ピ
ス
ト
ル
ら
し
き
物
を
片
手
に
こ

ち
ら
に
小
走
り
し
て
や
っ
て
来
た
。

　
軍
曹
も
立
ち
上
が
り
、
Ｐ
Ｐ
Ｓ
ｈ
－
４
１
の
セ
イ
フ
テ
ィ
を
か
け
て
相
手
の

元
に
駆
け
寄
っ
た
。
ど
う
や
ら
相
手
は
、
私
よ
り
階
級
が
上
の
よ
う
だ
。

　
軍
曹
は
敬
礼
を
し
な
が
ら
、

「
私
は
、
国
防
軍
軍
曹
 

シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
で
あ
り
ま
す
。
東
部
戦
線
で
従
軍
し

て
い
ま
し
た
が
、
霧
を
抜
け
る
と
コ
コ
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。
」

「
私
は
、
空
軍
降
下
猟
兵
中
佐
 

ク
ル
ト
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
で
あ
る
。
西
部
戦

線
で
特
殊
任
務
を
遂
行
し
撤
収
中
、
と
言
っ
て
も
あ
の
カ
ッ
タ
ー
（
手
漕
ぎ
船
）

で
移
動
中
、
霧
に
囲
ま
れ
、
霧
が
晴
れ
た
ら
こ
の
有
様
だ
。
」

「
不
思
議
な
霧
で
す
ね
。
」

「
ゲ
ッ
ペ
ル
ス
の
い
た
ず
ら
か
？
と
り
あ
え
ず
、
周
囲
を
警
戒
し
な
が
ら
あ
の

建
物
に
行
っ
て
み
よ
う
。
」

　
し
か
し
そ
の
試
み
は
、
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
の
軍
服
を
着
た
男
が
運
転
す
る
キ
ュ

ー
ベ
ル
ヴ
ァ
ー
ゲ
ン
（
ド
イ
ツ
の
小
型
軍
用
車
両
）
の
送
迎
で
、
楽
な
も
の
に
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な
っ
た
。
運
転
し
て
い
る
の
は
、
な
ん
と
ゼ
ッ
プ
・
デ
ー
ト
リ
ヒ
だ
！

　
キ
ュ
ー
ベ
ル
ヴ
ァ
ー
ゲ
ン
は
、
建
物
中
央
の
開
い
た
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
通
り
、

大
型
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
停
車
。
ず
い
ぶ
ん
長
い
こ
と
地
下
ま
で
降
り
て
大
型
エ

レ
ベ
ー
タ
が
止
ま
っ
た
後
、
キ
ュ
ー
ヴ
ェ
ル
ヴ
ァ
ー
ゲ
ン
を
そ
こ
に
停
め
て
会

議
室
へ
と
向
か
っ
た
。

　
ド
ア
を
開
け
中
に
入
る
二
人
の
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
。

「
こ
れ
で
役
者
は
そ
ろ
っ
た
よ
う
だ
な
！
よ
う
こ
そ
エ
リ
ア
５
１
’
へ
！
」

　
二
人
の
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
が
き
ょ
と
ん
と
す
る
中
、
ホ
ー
ク
、
ド
ミ
ニ
ク
、
ガ

ン
ト
の
３
人
は
驚
き
を
隠
せ
な
か
っ
た
。

「
エ
リ
ア
５
１
だ
っ
て
？
」
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第
７
話

「
エ
リ
ア
５
１
だ
っ
て
！
」

　
ホ
ー
ク
と
ド
ミ
ニ
ク
が
驚
き
の
声
を
上
げ
る
と
、
ゼ
ッ
プ
・
デ
ー
ト
リ
ッ
ヒ

の
変
装
を
取
っ
た
エ
メ
ッ
ト
博
士
が
て
い
せ
い
し
た
。

「
エ
リ
ア
５
１
じ
ゃ
な
い
ぞ
！
エ
リ
ア
５
１
’
！
５
１
の
右
上
に
ダ
ッ
シ
ュ
が

付
い
て
い
る
だ
ろ
？
あ
っ
、
今
の
数
学
で
は
プ
ラ
イ
ム
と
言
う
方
が
一
般
的
か

な
？
」

　
二
人
の
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
が
、
ポ
カ
ン
と
す
る
中
、
説
明
は
続
い
た
。

「
か
の
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
の
時
代
の
こ
と
じ
ゃ
。
ロ
ズ
ウ
ェ
ル
事
件
が

き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
は
宇
宙
人
や
宇
宙
人
の
持
つ
高
い
技
術
を
得

て
、
ソ
連
に
対
す
る
優
位
を
築
こ
う
と
し
た
ん
じ
ゃ
。
そ
の
た
め
の
研
究
施
設

が
、
エ
リ
ア
５
１
じ
ゃ
。
」

「
そ
れ
は
分
か
る
け
ど
、
な
ん
で
エ
リ
ア
５
１
’
が
あ
る
ん
だ
？
」

　
ド
ミ
ニ
ク
が
質
問
す
る
と
、
エ
メ
ッ
ト
博
士
は
、

「
あ
の
頃
の
ア
メ
リ
カ
は
、
リ
ッ
チ
だ
っ
た
か
ら
、
何
で
も
２
つ
以
上
の
メ
ー

カ
ー
に
発
注
し
て
、
優
れ
た
方
を
採
用
す
る
こ
と
に
し
て
た
ん
じ
ゃ
。
戦
闘
機

も
、
戦
車
も
、
国
防
省
内
の
自
動
販
売
機
だ
っ
て
そ
う
じ
ゃ
っ
た
。
そ
し
て
そ

の
最
大
の
も
の
が
、
エ
リ
ア
５
１
と
エ
リ
ア
５
１
'

こ
と
エ
リ
ア
５
２
じ
ゃ
。
」

　
出
番
が
少
な
く
な
る
と
悟
っ
た
の
か
、
モ
フ
ェ
ッ
ト
博
士
が
話
を
続
け
た
。

「
エ
リ
ア
５
２
は
、
優
れ
た
能
力
を
持
っ
て
い
た
。
地
下
３
０
０
０
ｍ
に
設
け

た
加
圧
水
型
原
子
炉
に
よ
り
、
１
５
０
年
間
外
部
か
ら
の
給
電
を
必
要
と
せ
ず
、

ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
核
兵
器
の
直
撃
に
も
耐
え
う
る
構
造
・
地
下
深
度
に
居
住
・

研
究
ス
ペ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
完
璧
だ
っ
た
。
１
点
を
除
い
て
。

」「
１
点
を
除
い
て
？
」

「
そ
う
だ
よ
、
ホ
ー
ク
君
。
壁
の
色
が
薄
い
水
色
だ
ろ
？
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
は
、

陸
軍
の
軍
人
だ
っ
た
か
ら
、
壁
の
色
は
薄
い
カ
－
キ
ー
色
が
好
き
な
ん
だ
！
し

か
も
、
薄
い
水
色
は
、
海
軍
を
連
想
さ
せ
る
と
し
て
、
エ
リ
ア
５
２
に
１
歩
入
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る
な
り
不
採
用
と
し
て
、
粗
末
な
エ
リ
ア
５
１
を
採
用
し
た
ん
だ
。
」

「
な
ん
と
も
は
や
、
陸
軍
と
海
軍
は
、
そ
ん
な
に
仲
が
悪
い
の
か
ね
？
」

「
ド
ミ
ニ
ク
君
、
昔
の
日
本
軍
に
比
べ
れ
ば
、
マ
シ
さ
。
で
、
困
っ
た
の
は
、

会
計
監
査
。
い
く
ら
、
２
社
以
上
に
作
ら
せ
る
の
が
一
般
的
だ
か
ら
っ
て
、
秘

密
基
地
を
２
つ
も
作
っ
た
と
な
れ
ば
、
議
会
が
黙
っ
て
い
な
い
！
そ
こ
で
、
わ

ら
半
紙
に
書
類
を
作
ら
せ
、
エ
リ
ア
５
２
を
エ
リ
ア
５
１
'

と
改
名
し
た
ん
だ
。

す
る
と
、
わ
ら
半
紙
は
異
物
が
多
い
か
ら
、
エ
リ
ア
５
１
も
エ
リ
ア
５
１
'

に

見
え
、
も
し
く
は
、
”
’
”
が
ご
み
と
間
違
わ
れ
、
エ
リ
ア
５
１
と
誤
読
さ
れ
、

何
が
な
ん
だ
か
分
か
ら
な
く
な
る
と
い
う
わ
け
さ
。
も
ち
ろ
ん
会
計
監
査
は
、

パ
ス
し
た
よ
！
た
だ
し
、
『
次
回
か
ら
、
も
う
少
し
良
質
な
紙
を
使
う
よ
う
に
』

と
言
わ
れ
た
。
」

「
ペ
テ
ン
だ
な
！
」

　
後
ろ
に
居
た
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
中
佐
が
、
ボ
ソ
ッ
と
言
っ
た
。

「
そ
う
だ
よ
、
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
君
！
ペ
テ
ン
さ
！
ド
イ
ツ
人
や
日
本
人
は
正
直

す
ぎ
る
か
ら
、
戦
争
に
負
け
る
ん
だ
！
」

　
い
か
に
も
政
治
家
と
い
っ
た
声
が
答
え
た
。
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第
８
話

「
ゲ
ー
ツ
さ
ん
、
メ
ン
バ
ー
は
集
ま
り
ま
し
た
よ
！
」

　
ア
ー
ク
エ
ン
ジ
ェ
ル
が
言
葉
を
か
け
る
と
、

「
あ
、
ド
イ
ツ
の
英
雄
た
ち
。
そ
ち
ら
の
椅
子
に
掛
け
た
ま
え
。
私
は
、
前
ア

メ
リ
カ
国
防
長
官
の
ゲ
ー
ツ
だ
。
」

　
す
る
と
銃
の
セ
イ
フ
テ
ィ
が
切
り
替
え
ら
れ
る
音
が
２
つ
、
簡
素
な
部
屋
に

響
い
た
。

「
お
い
お
い
、
も
う
戦
争
は
終
わ
っ
た
の
だ
。
ア
メ
リ
カ
が
勝
ち
、
ド
イ
ツ
と

日
本
が
負
け
た
。
そ
の
後
、
技
術
・
経
済
戦
争
で
、
ド
イ
ツ
と
日
本
が
勝
ち
、

ア
メ
リ
カ
は
ヨ
レ
ヨ
レ
だ
。
」

「
今
は
西
暦
何
年
だ
？
」

「
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
中
佐
。
今
年
は
、
２
０
１
１
年
だ
。
」

「
じ
ゃ
あ
、
２
１
世
紀
な
の
か
？
」

「
そ
う
だ
。
人
間
は
、
月
に
人
を
送
り
、
ガ
ン
を
撲
滅
し
つ
つ
あ
り
、
地
上
を

音
速
を
超
え
て
走
る
車
を
作
り
、
原
子
１
個
レ
ベ
ル
で
の
加
工
も
可
能
に
し
た

！
」

「
あ
～
質
問
し
て
い
い
か
な
？
」

　
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
曹
長
が
、
ゲ
ー
ツ
に
声
を
か
け
た
。

「
小
銃
弾
は
、
火
薬
の
燃
焼
圧
力
で
飛
ぶ
の
か
？
」

「
そ
う
だ
。
」

「
自
動
車
の
燃
料
は
、
ガ
ソ
リ
ン
か
？
」

「
そ
う
だ
。
」

「
戦
争
は
、
世
界
の
ど
こ
か
で
続
い
て
い
る
の
か
？
」

「
続
い
て
い
る
。
我
が
国
も
１
枚
か
ん
で
い
る
。
」

「
離
婚
す
る
夫
婦
は
？
」

「
沢
山
居
る
よ
。
」

「
中
佐
。
２
１
世
紀
は
、
我
々
が
Ｓ
Ｆ
小
説
で
読
ん
で
未
来
ほ
ど
進
ん
で
な
い

よ
う
で
す
ね
！
」
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シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
中
佐
は
ニ
ヤ
リ
と
笑
い
、
ゲ
ー
ツ
は
苦
笑
い
し
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

アメリカンヒーローズ と2人のシュタイナー
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